参考様式２


	現場で変更が生じる場合

	○現場の変更については、変更許可申請が必要となります。
・工事施工者の変更（自己の居住用、１ha未満の自己の業務用に限る）、工事の着手日及び完了年月日については変更届を提出してください。

	工程報告について

	○都市計画課に参考様式３で、擁壁の必要地耐力の確認について報告してください。（担当者と打合せをお願いします。）
・土質調査を行った場合、調査結果と検討書（計算結果等）を添付してください。

・地盤改良等が必要となった場合は、検討書も添付してください。

・地耐力の算定については、平成１３年７月２日国土交通省告示第１１１３号等を参考にしてください。（告示ではスウェーデン式サウンディングの場合、１２０kN/㎡までしか算出できません。）

・柱状図に擁壁底版位置を記入してください。

	工事に当たって特に注意すること（間違いやすい点）

	○以下の項目については特に、現場で注意・確認をしてください。

・擁壁の支持に必要な地耐力は、確認（地質調査、地盤調査の実施）しているか。

・擁壁の隅部補強部の鉄筋の重ね長さ（２５ｄ）は、不足していないか。（Ｄ１３の場合３２５mm必要です。）

・伸縮目地は底版まで切断しているか。

・裏込材に透水マットを使用する場合、認定された施工方法（マニュアル）通り施工しているか。

・止水コンクリートは設置しているか。（名古屋市型の擁壁で裏込材を砕石とした場合、３ｍ以下の擁壁でも止水コンクリートが必要です。）

・擁壁の根入れ深さは確保しているか。（擁壁前面の側溝、水路等によっては側溝、水路底からの寸法になります。）

・隠蔽部分の工事写真は十分撮っているか。（根入深さ、配筋、出来型、裏込材、埋戻しの状況等）
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開発工事を始める前に





工事の手戻りのないように許可書の内容を今一度確認してください。


特に申請書の訂正があった場合に元の設計図の訂正がされていない場合があります。


許可どおりに現場が完了していないと、検査済証の交付は受けられません。








